
なぜ今アジア多国籍医師佃なのか

　ｱｼﾞｱ医師連絡協議会　代表　菅波茂

　「外国の非政府組織（ＮＧＯ）が政府の許可を得ようとすれば１、２年かか

るのに僕たちは１時間。政府が応援してくれて嬉しかった。」とバングラデ
シュ国内ミャンマー難民緊急救援３力国合医師団のリーダーであるサルーダ

ールナイーム医師（バングラデシュのダッカ医科大学卒／東大第2外科留学中）

は言いました。「なぜ1時間だったのか」重みを感じて欲しい。この医師団は
アジア医師連絡協議会のアジア多国籍医師団構想の一環として4月より派遣さ
れています。アジア多国籍医師団構想の理念は下記の3点です。

　　　｀１）自然災害や難民に対する国際緊急救援医療を実施
　　　２）アジアの多様性（多言語／多文化／多宗教）に応じた医療を実施
　　　３）アジア参加国医師による平等な人的貢献

　ナイーム医師の言葉の重みは「人的貢献は平等である」ということです。
経済的に恵まれている国の医師も発展途上国の医師も難民のための救援医療
に同じように貢献できるということです。今までの考え方では、難民の医療

は経済的に恵まれた国の医師が発展途上国の難民のためにしてあげるという
のが当たり前とされていたわけです。難民救援医療は経済的に恵まれた国の
医師によって独占された感がありました｡-ここで大切なことは、発展途上国
にも多くの医師がおり機会があれば難民のために医療を行ないという気持ち
に変わりはなく、また援助を受ける国も好んで外国のＮＧＯを積極的に受け入
れていないという事実です。

　また日本のＮＧＯによる従来の海外援助の弱点は、現地情報が手に入るのが
遅く、相手国の政府機関の許可を得るのに時間がかかり、相手国のニーズに

あった永続性のある援助が可能かということについて海外援助のプロを養成
するトレーニング不足であるといえます。

　今回のブータン難民の第一報がネパール支部よりもたらされているように、

アジア多国籍医師団は現地支部がイニシアチブを取っているのでこれらの点
が克服できます。

　更に「アジア多国籍医師団構想」について重要なことはその多様性に応じ
たニーズに答えなければいけないということです。

　アジアといっても複雑です。言葉にしても沢山あります。文化も国によっ
ても違いますし、一つの国の中でも地域のよって異なることもあります。宗

教も仏教、キリスト教、儒教、ヒンズー教、イスラム教などとモザイクのよ
うです。言葉、文化そして宗教によって健康、病気や治療に対する考え方が
違うということです。これを理解してないと「善意」の医療活動がかえって
問題を起こすことになります。医師団内部での相互理解とともに国別、地域
別に応じた特殊性を明確にしておく必要があります。

３
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　アジア医師連絡協議会は1979年タイ国にあるカオイダンのカンボジア難民

キャンプにかけつけた1名の医師と2名の医学生の活動から始まり、現在では

アジア参加国13.力国で会員数は日本が200名でアジア各国の総数400名です。

　理念は「アジアのより良き医療より良き将来」です。具体的目標は相互理

解／相互支援／相互幸福です。このために種々のプロジェクトやフォーラム

を実施してきました。相互理解とは多言語／多文化／多宗教の多様性をふま

えて電話一本で話しができる人間関係です。相互支援とは要請があればいつ

でもパートナーとして動くことです。アジア各地の情報は支部を通して瞬時

に参加国間をかけめぐります。

　この10年間の活動の集約が「アジア多国籍医師団」構想なのです。国際貢

献に一緒に「汗をかく」信頼関係が「アジア多国籍医師団」構想のエッセン
スです。

　幸いに、日本国内からも「アジア多国籍医師団」に参加希望の若い医師が

多く名乗り出てくれています。妻子をかかえた医師の生活保障をどうするか。

「清く貧しいＮＧＯ」から問題解決方法を持った「プロフェッショナルなＮＧＯ」
へ発展するための克服すべき点です√

　「汗をかく」ことに加へて、他の分野のＮＧＯ、市民や企業とも目的が合え

ば積極的に協力し合うべきです。特に企業は社会の一員としての社会貢献が

求められています。加えて許される範囲でのハイテク技術は大いに使用すべ

きです。ハイテク技術は企業が持っています。ＮＧＯと企業は積極的に協力し

合ってお互いに目的解決のために方法論を選ぶ哲学が必要です。

　アジア多国籍医師団は平成５年５月正式発足の予定です。平成４年はパイ

ロットプロッジェクトとしてバングラデシュ内ミャンマー難民医療、カンボ
ジア本国帰還難民医療、ネパール国内ブータン難民医療を実施します。

　このアジア多国籍医師団構想を促進するためにはこの構想に共鳴して実地

参加してくださる方が増えることが大前提になります。私達は現地支部とも

密接な連絡のもとに安全性などを考慮した受け入れ体制を整えています。よ
り多くの方が現場を体験されることを希望しています。

ア
ジ
ア
三
力
国
医
師
団
を
結
成
し
た

　
「
外
国
の
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）

が
政
府
の
許
可
を
得
よ
う
と
す
れ
ぱ

べ
二
年
か
か
る
の
に
、
僕
た
ち
は

一
時
間
。
政
府
が
応
援
し
て
く
れ
た

の
が
何
よ
り
う
れ
し
か
っ
た
」

　
ミ
ャ
ン
了
政
府
軍
の
攻
撃
で
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
脱
出
し
た
ロ
ヒ
ン

ギ
ャ
族
は
約
二
十
三
万
人
。
半
数
は

竹
と
枯
れ
葉
の
小
屋
に
住
ん
で
い

国
の
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
す
る
医
師
が

最
も
多
い
。
「
イ
ギ
リ
ス
と
は
約
二

百
年
間
深
い
関
係
に
あ
っ
た
が
、
何

も
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
留
学
し
た
医

師
も
九
五
価
は
帰
っ
て
こ
な
い
。
国

を
発
展
さ
せ
た
い
、
同
じ
ア
ジ
ア
人

が
で
き
る
こ
と
な
ら
、
僕
た
ち
に
も

と
思
い
、
日
本
を
選
ん
だ
」

　
病
院
の
看
護
婦
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
を
救

Sarder Abdun Nayeem ダツカ大卒。

1987年10月から東大病院に留学中。
「ＡＭＤＡミャンマー難民」の募金

郵便振替は岡山5－44380.30歳。

１９９２年（平成４年） ６月８日 (月曜日)

た
。
ア
ジ
ア
十
三
力
国
、
約
四
百
人

の
医
師
で
つ
く
る
「
ア
ジ
ア
医
師
連

絡
協
議
会
」
　
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
信
枝
茂

代
表
、
岡
山
市
）
の
日
本
、
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
、
ネ
パ
ー
ル
の
合
同
医
師

団
第
一
次
隊
と
し
て
四
月
に
現
地
入

り
、
子
供
の
寄
生
虫
駆
除
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
取
り
組
む
こ
と
を
決
め
た
。

現
在
医
師
五
人
、
今
月
末
、
日
本
か

ら
看
護
婦
が
加
わ
る
。

　
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
、
旧
宗
主

え
ら
れ
、
一
九
八
九
年
夏
、
日
本
に
留

学
中
の
同
国
人
医
師
五
、
六
人
で
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
を
組
織
。

合
同
医
師
団
の
緊
急
救
援
は
、
母
国

で
の
初
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
あ
た
る
。

　
　
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
ア
ジ
ア
全
体
か
ら

見
れ
ば
小
さ
な
存
在
。
で
も
、
一
緒

に
働
く
ベ
ル
ス
ワ
ー
カ
ー
や
医
師

が
、
ま
た
活
動
を
広
げ
て
く
れ
る
。

今
、
始
ま
っ
た
ば
か
り
な
ん
で
す
」

　
　
　
　
　
　
　
（
小
島
明
日
奈
）

サ
ル
ダ
ー
ル
・

　
　
　
ナ
イ
ー
ム
さ
ん
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キーワード･･･アジア多国籍医師団

動
の
今
夜
の
見
通
し
を
報
告
す
る
記
者
会
見
が
あ
っ
た
。

　
1
0
日
ダ
ッ
カ
入
り
し
た
第
一
次
派
遣
団
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
総
理

府
Ｎ
Ｇ
Ｏ
局
か
ら
公
式
な
活
動
許
可
を
得
、
1
2
日
か
ら
難
民
キ
ャ
ン
プ

を
一
つ
ひ
と
つ
視
察
し
て
ま
わ
っ
た
。
浄
曲
氏
が
帰
国
す
る
直
則
、
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
マ
ス
コ
ミ
に
発
表
さ
れ
た
難
民
の
数
は
2
6
万
２
０

０
０
人
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
境
沿
い
に
１
万
Ｉ
７
万
人
の
規
模
の
難
民
キ

ャ
ン
プ
が
1
2
カ
所
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
町
に
難
民
が
入
り
込
ん
で
い

な
い
た
め
混
乱
こ
そ
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
い
ち
ば
ん
規
模
が
大
き
く

水
の
便
の
悪
い
南
部
の
キ
ャ
ン
プ
で
１
日
１
０
０
０
人
程
度
難
民
が
増

加
を
続
け
て
い
る
た
め
（
４
月
2
4
日
現
在
）
、
井
戸
の
あ
る
内
陸
の
キ
ャ

ン
プ
に
１
日
２
０
０
０
人
ず
つ
難
民
の
移
送
を
し
て
い
る
。
救
援
活
動

は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
政
府
の
R
e
l
i
e
fC
o
m
m
i
s
s
i
o
n
を
中
心
に
よ
く

組
織
化
さ
れ
て
お
り
、
政
府
関
係
者
と
国
連
・
Ｎ
Ｇ
ｏ
ｎ
の
Ｎ
Ｇ
ｏ
が

活
動
中
）
の
代
表
が
集
ま
る
会
議
が
、
毎
週
聞
か
れ
て
い
た
。
各
キ
ャ

ン
プ
で
は
食
糧
の
i
4
t
M
e
d
i
c
a
1
S
e
r
v
i
c
e
Q
t
4
4
て
お
り
、
キ

ャ
ン
プ
に
よ
っ
て
状
況
は
異
な
る
が
予
想
よ
り
も
整
然
と
救
援
活
動
が

実
施
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
キ
ャ
ン
プ
や
シ
ェ
ル
タ
ー
の
数

が
十
分
と
い
え
ず
、
現
地
は
今
乾
季
で
、
気
温
は
4
0
℃
近
い
。
ほ
と
ん

ど
の
家
族
が
、
平
地
や
丘
に
竹
や
潅
木
で
家
を
組
ん
だ
り
シ
ー
ト
を
か

け
た
り
し
て
生
活
し
て
い
る
状
態
。
そ
の
う
え
、
難
民
の
4
5
％
が
1
2
歳

以
下
の
子
供
。
低
栄
養
や
寄
生
虫
、
感
染
症
の
蔓
延
で
下
痢
な
ど
消
化

器
性
疾
患
や
皮
膚
疾
患
が
多
く
、
キ
ャ
ン
プ
内
診
療
所
の
患
者
の
4
0
％

は
下
痢
。
特
に
子
供
に
有
病
率
が
高
か
っ
た
と
い
う
。

　
第
一
次
派
遣
団
や
現
地
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
メ
ン
バ
ー
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
か
ら
計
８
人
が
協
力
中
）
は
、
政
府
e
R
e
l
i
e
f

C
o
m
m
i
s
‐

S
I
O
n
や
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
と
協
議
の
結
果
、
キ
ャ
ン
プ
内
の
一
般
診
療
活
動

の
ほ
か
に
、
子
供
に
対
し
て
寄
生
虫
駆
除
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
健
康
教

育
を
開
始
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
具
体
的
に
は
キ
ャ
ン
プ
を
巡
回
し
、

一
度
に
1
5
～
2
0
家
族
に
対
し
て
、
手
を
洗
う
こ
と
、
ト
イ
レ
を
使
う
こ

と
を
絵
で
説
明
、
子
供
た
ち
に
は
そ
の
場
で
寄
生
虫
駆
除
の
た
め
の
シ

ロ
ッ
プ
や
錠
剤
を
飲
ま
せ
る
。
１
日
３
０
０
～
５
０
０
人
の
子
供
た
ち

に
健
康
教
育
と
投
薬
が
完
了
す
る
ペ
ー
ス
で
、
４
月
2
4
日
か
ら
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
た
と
い
う
。

　
「
健
康
教
育
で
、
下
痢
や
寄
生
虫
は
か
な
り
減
っ
て
く
る
だ
ろ
う
」
と
、

津
曲
氏
は
話
す
。

言
　
ま
た
、
サ
イ
ク
ロ
ン
の
被
害
の
大
き
い
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
、
こ
の

地
域
に
は
サ
イ
ク
ロ
ン
の
直
撃
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
５
月

か
ら
始
ま
る
雨
季
に
か
な
り
雨
の
ふ
る
地
域
で
あ
る
こ
と
に
は
か
わ
り

な
い
。
政
府
Q
R
e
l
i
e
fC
o
m
m
i
s
s
i
o
n
4
'
z
Ｇ
ｏ
に
は
こ
の
対
策
が
皆

無
だ
っ
た
た
め
、
雨
季
に
備
え
て
の
緊
急
医
療
援
助
の
対
応
も
決
め
た
。

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
で
は
５
月
か
ら
６
ヵ
月
間
、
毎
月
入
れ
替
わ
り
派
遣
団
を
送

る
。
既
に
、
パ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
政
府
か
ら
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ネ
パ
ー
ル
の
メ

ン
バ
ー
が
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
入
り
す
る
た
め
の
ビ
ザ
が
発
行
済
み
。
活

動
は
上
々
の
滑
り
出
し
と
い
え
そ
う
だ
。

　
一
時
帰
国
し
た
Ｎ
ａ
ｙ
ｅ
ｅ
ｍ
４
は
、
出
発
前
の
緊
張
と
は
打
っ
て
変
わ

っ
て
穏
や
か
な
表
情
も
見
せ
な
が
ら
第
一
次
派
遣
団
の
活
動
を
報
告
。

　
「
現
地
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、
援
助
活
動

を
早
く
始
め
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
感
じ
ら
れ
た
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
初
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
成
功
を
確
信
し
て
い
る
」

　
と
話
し
、
大
き
な
成
果
を
実
感
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
た
。
ま

た
、
津
曲
氏
は
こ
の
活
動
が
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
多
国

籍
医
師
団
構
想
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
ス
タ
デ
ィ
で
あ
る
こ
と
に
触
れ
、
資

金
的
な
問
題
は
抱
え
て
い
る
も
の
の
、
今
回
の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
、

ア
ジ
ア
多
国
籍
医
師
団
設
立
に
向
け
て
十
分
な
手
ご
た
え
を
得
ら
れ
た

と
い
う
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動
に
関
心
を
持
た
れ
た
読
者
諸
氏
に
は
、
募
金
や
問

い
合
わ
せ
先
を
記
し
て
お
き
た
い
。

◆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
募
金
購
座

（
山
郵
便
振
替
口
座
番
号
‥
岡
山
５
‘
４
４
３
８
０

　
加
入
者
名
‥
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ミ
ャ
ン
マ
ー
難
民

②
銀
行
口
座
‥
中
国
銀
行
一
宮
支
店

　
（
普
）
－
２
０
６
０
２
６
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ミ
ャ
ン
マ
ー
難
民

◆
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ジ
ャ
パ
ン
東
京
連
絡
事
務
所

〒
2
4
2
　
神
奈
川
県
大
和
市
西
鶴
間
３
の
５
の
６
の
Ｉ
Ｉ
０

小
林
国
際
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
小
林
孝
幸
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ジ
ャ
パ
ン
副
代
表
）

T
e
i
.
0
4
6
2
｡
6
3
‐
1
3
8
0
　
F
a
x
.
0
4
6
2
‐
6
3
‐
0
9
1
9

◆
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ジ
ャ
パ
ン

〒
7
0
‘
‐
‐
2
　
岡
山
県
岡
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